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Active IQ Unified Manager REST APIでの作業の開
始

Active IQ Unified Manager REST APIの使用を開始する

Active IQ Unified Managerには、サポート対象のストレージ システム上のストレージ リ
ソースをRESTful Webサービス インターフェイスを介して管理することにより、あらゆ
るサードパーティ製品と統合するための一連のAPIが用意されています。

このドキュメントの各トピックでは、Unified Manager APIに関する情報、特定の問題を解決するためのサン
プル ワークフロー、およびいくつかのサンプル コードを紹介します。この情報を使用して、NetApp

Manageabilityソフトウェア ソリューションのRESTfulクライアントを作成し、NetAppシステムを管理するこ
とができます。APIは、Representational State Transfer（REST）アーキテクチャ スタイルに基づいていま
す。Create、Read、Update、Delete（CRUDとも呼ばれる）の4つすべてのREST処理がサポートされていま
す。

Active IQ Unified Manager REST API の利点に関する追加リソースと詳細については、"Active IQ Unified

Manager"を参照してください。

Active IQ Unified Manager REST API の対象ユーザーの特定

このドキュメントは、REST APIを使用してActive IQ Unified Managerソフトウェアと連
携するアプリケーションを作成する開発者を対象としています。

ストレージ管理者とストレージ設計者は、Unified Manager REST APIを使用してNetAppストレージ システム
を管理および監視するためのクライアント アプリケーションを構築する方法について、この情報を参照して
基本的な知識を得ることができます。

ストレージ プロバイダ、ONTAPクラスタ、および管理APIを使用してストレージを管理する場合は、この情
報を参照してください。

オペレーター、ストレージ管理者、またはアプリケーション管理者のいずれかの役割を持って
いる必要があります。REST APIを実行する Unified Manager サーバーの IP アドレスまたは完
全修飾ドメイン名を把握している必要があります。

Active IQ Unified Manager APIアクセスとカテゴリの管理

Active IQ Unified Manager APIを使用すると、環境内のストレージオブジェクトを管理お
よびプロビジョニングできます。これらの機能の一部は、Unified Manager の Web UIか
らも実行できます。

REST APIに直接アクセスするためのURLを構築する

REST APIには、Python、C#、C++、JavaScriptなどのプログラミング言語を介して直接アクセスできま
す。REST APIにアクセスするためのホスト名またはIPアドレスとURLを次の形式で入力してください

https://<hostname>/api
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デフォルト ポートは443です。環境に応じてポートを設定できます。

オンラインAPIドキュメントページにアクセスしてください

製品に同梱されている API Documentation リファレンスコンテンツページにアクセスすると、APIドキュメン
トを表示したり、（例えば Swagger などのインターフェース上で）API呼び出しを手動で実行したりできま
す。このドキュメントは、メニューバー > ヘルプボタン > API Documentation の順にクリックすることでア
クセスできます。

または、以下の形式でホスト名またはIPアドレスとURLを入力して、REST APIページにアクセスします。

https://<hostname>/docs/api/

カテゴリ

API呼び出しは、分野（カテゴリ）に基づいて機能別に分類されています。特定のAPIを検索するには、該当
するAPIカテゴリをクリックします。

Unified Managerに付属するREST APIを使用すると、管理、監視、およびプロビジョニング機能を実行できま
す。APIは以下のカテゴリに分類されます。

• データセンター

このカテゴリには、Work Flow AutomationやAnsibleなどのツールを使用したデータセンター ストレージ
の管理と分析に役立つAPIが含まれています。このカテゴリのREST APIは、データセンター内のクラス
タ、ノード、アグリゲート、ボリューム、LUN、ファイル共有、ネームスペースなどの要素に関する情報
を提供します。

• management-server

*management-server*カテゴリのAPIには、 jobs, system,`および `events APIが含まれます。ジョ
ブとは、Unified Manager上のストレージオブジェクトまたはワークロードの管理に関連して、非同期実行

がスケジュールされた操作のことです。 events APIはデータセンター内のイベントを返し、 system

APIはUnified Managerインスタンスの詳細を返します。

• storage-provider

このカテゴリには、ファイル共有、LUN、パフォーマンス サービス レベル、およびストレージ効率化ポ
リシーの管理とプロビジョニングに必要なすべてのプロビジョニングAPIが含まれています。また、これ
らのAPIを使用してアクセス エンドポイントやActive Directoryを設定したり、ストレージ ワークロードに
パフォーマンス サービス レベルとストレージ効率化ポリシーを割り当てたりできます。

• 管理

このカテゴリには、管理タスクを実行するために使用するAPIが含まれています。バックアップ設定を管
理したり、信頼ストアにあるUnified Managerデータソースの証明書を確認したり、ONTAPクラスタ
をUnified Managerのデータソースとして管理したりできます。

• ゲートウェイ

Unified ManagerでgatewayカテゴリのAPIを使用してONTAP REST APIを呼び出し、データセンター内の
ストレージ オブジェクトを管理できます。
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• セキュリティ

このカテゴリには、Unified Managerユーザを管理するためのAPIが含まれています。

Active IQ Unified Manager で提供される REST サービスを理
解する

Active IQ Unified Manager API の使用を開始する前に、提供されている REST サービス
と操作について理解しておく必要があります。

APIサーバの設定に使用されるプロビジョニングAPIと管理APIでは、読み取り（GET）処理または書き込み
（POST、PATCH、DELETE）処理がサポートされます。APIでサポートされるGET、PATCH、POST、およ
びDELETE処理のいくつかの例を次に示します。

• GET の例： GET /datacenter/cluster/clusters`データセンター内のクラスタの詳細を取得しま

す。 `GET 操作によって返されるレコードの最大数は 1000 です。

APIでは、サポートされる属性でレコードのフィルタ、ソート、並べ替えが可能です。

• POSTの例： `POST /datacenter/svm/svms`カスタムStorage Virtual Machine（SVM）を作成します。

• PATCHの例： `PATCH /datacenter/svm/svms/{key}`固有キーを使用して、SVMのプロパティを変更しま
す。

• DELETE の例： DELETE /storage-provider/access-endpoints/{key} 固有キーを使用し
て、LUN、SVM、またはファイル共有からアクセスエンドポイントを削除します。

APIを使用して実行できるREST処理は、ユーザ ロール（オペレータ、ストレージ管理者、またはアプリケー
ション管理者）によって異なります。

ユーザーロール サポートされているRESTメソッド

演算子 データへの読み取り専用アクセス。このロールのユ
ーザは、すべてのGET要求を実行できます。

ストレージ管理者 すべてのデータへの読み取りアクセス。このロール
のユーザは、すべてのGET要求を実行できます。

また、管理、ストレージ サービス オブジェクト、ス
トレージ管理オプションなどの特定のアクティビテ
ィを実行するための書き込みアクセス（PATCH

、POST、およびDELETE要求を実行するため）が可
能です。

アプリケーション管理者 すべてのデータへの読み取りおよび書き込みアクセ
ス。このロールのユーザは、すべての機能に対す
るGET、PATCH、POST、およびDELETE要求を実行
できます。

すべてのREST操作の詳細については、_オンラインAPIドキュメント_を参照してください。
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Active IQ Unified Manager の API バージョン番号について

Active IQ Unified ManagerのREST API URIは、バージョン番号を指定します。例えば、

/v2/datacenter/svm/svms.`バージョン番号 `v2（ `/v2/datacenter/svm/svms`内）
は、特定のリリースで使用されるAPIバージョンを示します。バージョン番号は、クライ
アントが処理できる応答を返すことで、APIの変更がクライアントソフトウェアに与える
影響を最小限に抑えます。

このバージョン番号の数値部分は、リリースごとに増加します。バージョン番号を含むURIは、将来のリリー
スにおける下位互換性を維持する一貫性のあるインターフェースを提供します。また、バージョン指定のない
同じAPIもあります。たとえば、 `/datacenter/svm/svms,`はバージョン指定のない基本APIを示します。基
本APIは常に最新バージョンのAPIです。

Swaggerインターフェイスの右上の領域で、使用するAPIのバージョンを選択できます。デフォ
ルトでは、最新バージョンが選択されています。特定のAPIについて、Unified Managerインス
タンスで使用可能な（最も大きな数字の）最新バージョンを使用することを推奨します。

すべてのリクエストにおいて、使用したいAPIバージョンを明示的に指定する必要があります。バージョン番
号が指定されている場合、サービスは、アプリケーションが処理するように設計されていない応答要素を返し
ません。RESTリクエストでは、バージョンパラメータを含める必要があります。APIの初期バージョンは、
数回のリリースを経て最終的に非推奨となります。今回のリリースでは、 `v1`バージョンのAPIは非推奨で
す。

Active IQ Unified Manager の ONTAP ストレージリソースモデ
ルについて

ONTAPのストレージリソースは、大きく分けて_物理ストレージリソース_と_論理スト
レージリソース_に分類できます。Active IQ Unified Managerで提供されるAPIを使用し
てONTAPシステムを効果的に管理するには、ストレージリソースモデルと、さまざまな
ストレージリソース間の関係を理解する必要があります。

• 物理的なストレージリソース

ONTAPが提供する物理ストレージ オブジェクトのことです。物理ストレージ リソースには、ディスク、
クラスタ、ストレージ コントローラ、ノード、およびアグリゲートがあります。

• 論理ストレージリソース

物理リソースに関連付けられていない、ONTAPが提供するストレージ リソースのことです。これらのリ
ソースはStorage Virtual Machine（SVM、旧Vserver）に関連付けられていて、ディスク、アレイLUN、ア
グリゲートなどの特定の物理ストレージ リソースには紐づけられていません。

論理ストレージ リソースには、すべてのタイプのボリュームとqtreeだけでなく、Snapshotコピー、重複
排除、圧縮、クォータなど、これらのリソースで使用できる機能および設定も含まれます。

次の図は、2ノード クラスタのストレージ リソースを示しています。
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